すばらしく明瞭な生態写真から同定が可能でした。既知種のニシジマムギキモグリバエ（未刊の「日本昆虫目録」でそう命名予定）：Meromyza nipponensis Nishijima,1955です。この辺りのいくつかの属について，簡単な区別としては，後腿節が肥大しているのでEurina属でなく，触角刺毛が肥大していないのでPachylophus属でなく，触角第２節と第３節が顕著に伸張しないのでPlatycephala属でなく，すなわちMeromyza Meigenムギキモグリバエ属に該当します。ただ，この種は本属の他の仲間と根本的に違う形質，額三角部が硬化してPlatycephala属のような形質を持つことで別亜属が設定されています。
類似種がネパールにいます。本種ならびに日本産ムギキモグリバエ属の内部形態による同定方法は下記の文献にあります。知られている食性はチシマザサ，ミヤコザサ，分布は南千島，国後，色丹，北海道，本州，九州です。
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